
佐
寧

城
原

三
本
谷
南
遺
跡

１
　
所
在
地
　
　
　
佐
賀
県
神
埼
郡
神
埼
町
大
字
城
原

２
　
調
査
期
間
　
　
一
九
九
〇
年
（平
２
二

一
月
、
一
九
九
二
年
九
月
を

一
〇
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
神
埼
町
教
育
委
員
会

４
　
調
査
担
当
者
　
八
尋
　
実

・
桑
原
幸
則

５
　
遺
跡
の
種
類
　
河
川
ま
た
は
沼
地

（池
か
）
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
一
一
世
紀
を

一
二
世
紀

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

城
原
三
本
谷
南
遺
跡
は
、
神
埼
町
北
部
丘
陵
地
帯
に
位
置
し
て
お
り
、
北
を

城
山

（標
高
一
九
六
じ

等
の
脊
振
山
系
に
、
南
を
日
の
隈
山

（標
高
一
四
八
じ

及
び
そ
れ
か
ら
派
生
す
る
山
塊

に
囲
ま
れ
た
標
高

一
九

ｍ
の
谷

部
で
、
当
地
は
現
在
水
田
と
し

て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
調
査
地

の
南
に
隣
接
し
て
菅
生
川
が
東

流
し
て
お
り
、
す
ぐ
に
神
埼
町

の
ほ
ぼ
中
央
部
を
南
北
に
貫
い

て
南
流
す
る
城
原
川
と
合
流
し

て
い
る
。

城
原
三
本
谷
南
遺
跡
の
調
査
は
、
平
成
四
年
度
農
業
基
盤
整
備
事
業
に
伴
う

も
の
で
あ
る
が
、
そ
れ
に
先
駆
け
て
事
業
の
施
工
前
の
一
九
九
〇
年
に
当
地
の

確
認
調
査
を
実
施
し
た
際
、
墨
書
が
施
さ
れ
た
木
製
卒
塔
婆

一
一
点
な
ど
が
出

上
し
、
周
知
外
で
あ
る
当
地
に
お
け
る
埋
蔵
文
化
財
の
存
在
が
確
認
さ
れ
た
。

そ
の
後

一
九
九
二
年
度
に
事
業
が
実
施
さ
れ
る
際
、
隣
接
し
た
位
置
に
水
路
の

設
置
が
計
画
さ
れ
た
た
め
に
本
調
査
を
実
施
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

調
査
の
結
果
、
緩
い
落
ち
込
み
が
確
認
さ
れ
た
た
め
に
調
査
区
を

一
部
拡
張

し
て
調
査
を
実
施
し
た
が
、
調
査
面
積
が
狭
い
た
め
、
遺
構
の
正
確
な
内
容
な

ど
不
明
な
部
分
が
多
い
。
検
出
さ
れ
た
遺
構
は
、
小
穴
が
少
数
と
南
北
方
向
に

延
び
る
溝
状

（河
川
状
）
の
遺
構
ｓ
ｘ
Ｏ

一
、
調
査
区
の
東
外
に
広
が
る
大
規
模

な
落
ち
込
み
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
で
、
Ｓ
Ｘ
Ｏ

一
か
ら
多
量
の
木
製

品
や
土
器
な
ど
の
遺
物
が
出
上
し
て
お
り
、
調
査
区
内
の
出
土
遺
物
の
大
半
を

占
め
て
い
る
。
こ
の
遺
構
は
幅
約
九

・
五
ｍ
、
深
さ
約

一
・
Ｏ
ｍ
（最
深
部
）
を

測
り
、
西

。
東
の
両
岸
よ
り
緩
や
か
な
傾
斜
で
落
ち
込
ん
で
い
る
。
そ
の
断
面

形
は
す
り
鉢
状
に
近
い
が
、
底
面
が
約

一
・
Ｏ

ｍ
の
幅
で
平
た
く
な
っ
て
い
る
。

埋
土
は
黒
褐
色
土
や
暗
灰
褐
色
上
で
あ
り
、
下
層
は
自
然
木
な
ど
の
植
物
遺
体

を
多
量
に
含
み
、
上
層
は
こ
れ
ら
の
自
然
遺
物
に
木
製
品
や
土
器
類
な
ど
が
混

じ
っ
て
い
る
状
態
で
あ
る
が
、
自
然
遺
物
の
包
含
量
は
下
層
に
比
べ
て
少
な
い
。

下
層
か
ら
は
自
然
遺
物
以
外
の
出
土
は
極
め
て
少
な
く
、
こ
れ
に
よ
り
、
こ
の

溝
状
の
遺
構
が
あ
る
程
度
埋
没
し
た
後
に
木
製
品
や
土
器
類
の
廃
棄
（？
し
が
行

な
わ
れ
て
い
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。

(脊振山・佐賓)
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1992年出上の木簡

十

出
土
遺
物
に
は
木
製
品
や
土
器
類
が
あ
り
、
木
製
品
に
は
、
木
筒
や
折
敷
、

板
、
箸
状
木
製
品
、
棒
の
数
箇
所
に
切
り
込
み
を
廻
ら
せ
た
脊
椎
状
木
製
品
、

斎
串
、
舟
形
、
塔
婆
か
法
具
を
思
わ
せ
る
よ
う
な
木
製
品
、
蛇
形
木
製
品
、
杭

な
ど
が
あ
る
。
土
器
類
は
、
土
師
器
の
杯
や
小
皿
、
黒
色
土
器
Ｂ
類
の
椀
や
小

皿
、
白
磁
椀
な
ど
が
あ
る
が
、
土
師
器
が
そ
の
大
半
を
占
め
て
い
る
。
こ
れ
ら

の
遺
物
は
、
溝
状
の
落
ち
込
み
の
岸
の
部
分
に
多
く
認
め
ら
れ
、
北
西
部

（Ａ

群
）
と
南
東
部

（Ｂ
群
）、
北
東
部

（ｃ
群
）
の
三
箇
所
に
大
き
く
分
け
る
こ
と
が

で
き
、
そ
れ
ぞ
れ
に
遺
物
の
内
容
な
ど
異
な
っ
た
傾
向
が
認
め
ら
れ
る
。

８
　
木
筒
の
釈
文

・
内
容

（１
）
　

「
南
元
観
世
音
移
」

（２
）
　

「
＜
南
元
得
大
国
音
〔離
叱

〔聞
天
力
〕

（３
）
　

「南
元
多
□
□
　
」

（４）
　
＜南〔酢
酔岬
Ｈ
日口
」

（５
）
　

「
＜
一
一
南
元

（６
）　
　
「
＜
画
日
日
日
日
Ｈ
日
日
日
日
日
日
Ｅ

（７
）　
　
「
＜
田
日
日
‐―
日
Ｈ
‐十
日
――
日
――
‐‐Ｅ

（８
）
　
「日
日
日
日
‐―
日
‐―
日
日
日
日
匡

（９
）
　

「
＜
南
元
阿
弥
陀
仏
」

（ｌｏ
）
　

「
＜
南
元
阿
弥
陀
仏
」

（１１）　
「＜南
元
□
□
□
□〔即
酷叱

「＜南
元
阿〔剛
離
酌
酢
叱

「
＜
南
元
日
日
――
日
日
習

「＜南
元
光〔即
醇
肝叱

+

Ｅ
■
３
・
１
＞
―
十

‐

ヨ
７
卜＋ｌ

ｉ
■
凩

ぺ

＼

X‐37的十

SX01全体図

（
・２
）

（
・３
）

（
・４
）

μ
卜
⇔
×

哨
や
。ｍ
Ｘ

酪
一
　

〇
φ
μ

］
Φ
や
×

μ
枷
Ｘ

ド
噛
　

Ｏ
ω
μ

μ
∞
∞
×

〕
卜
Ｘ

］
・∞
　

〇
⇔
ド

（
μ
『
卜
）
×

早
⇔
×

μ
∞
　

Ｏ
ω
μ

（
中
ド
∞
）
×

的
頓
×

∞
　

ｏ
ω
μ

μ
］
Φ
×

岸
φ

×

∞
　

〇
⇔
ド

ド
Φ
Ｎ
×

騨
∞
×

騨
⇔
　

Φ
い
騨

μ
伽
］
×

μ
Φ
×

中
～

　

Φ
Φ
μ

μ
∞
的
×

中
〇
×

Φ
ｂ

　

Ｏ
ｏ
ド

畔
卜
い
×

μ
∞
×

∞
　

Φ
⇔
ド

］
］
卜
×

］
卜
・い
×

Φ
　

Φ
⇔
ド

∞
伽
〕
Ｘ

Ｎ
⇔
×

∞
ｂ

　

Φ
⇔
μ

∞
い
ヽ
×

μ
ド

仰
×

∞
　

Φ
ω
μ

や
Φ
⇔
×

〕
〕

枷
×

卜
　

⇔
φ
μ
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(H)
〔樫
照
ぺ
〕

「
V□
□
×

(75)×
21×
3 061

「
V樫
眠
十三
正
三
正
三
十

〔 樫
熙
ぺ
〕

「
V□
□
<EEl皿
山
I

「
VI==|
〔 隈
ぺ
〕

「
V経
眠
×

「
VttR□
□
風
ll tl

〔 避
忌
紫
ぺ
〕

「
V慨
眠
重
條
□
□
□
」

〔 kぺ
〕
〔忌
ぺ
〕

「
V樫
□
<Ш
□
X」

「
V慨
眠
<皿
忌
熙
」

「
VIEE眠
□
回
蝋

〔 樫
隈
ぺ
〕

「
V□
□
×

「
VttR□
□
匡
コ

「
VIEE眠
匡
三
=コ

〔樫
照
ぺ
〕

332×
21×
4 061

(175)×
21×
3.5 061

348×
24.5×
45 061

347×
24×
5 061

(50)×
20×
2 061

(214)×
22×
2 061

340×
15.5×
4 061

345×
19×
3 061

337×
27×
4 061

(70)×
17×
3 061

(63)×
24×
2  061

(190)X18×
4 061

(114)x165×
35 061

352X19×
3 061

「
VIEIE回
|==」

(旨
)

(H)

(曽
)

(a)

(R)

(R)

(凩
)

(駕
)

(N)

(く
)

(罵
)

(馬
)

(終
)

(R)

ｑ［劇

察察引電尽理終く

「
V回
□
十三
正
三
[正
三
十 
」



「
＜
南
元
□
□
真
言
」

「
＜
南
元
大
日
回
□
」

「
＜
南
元
日
日
日
日
日
留

「
＜
南
元
同
日
――
日
日
留

「
＜
南
元
大
日
同
国

」

【元
畠

「
＜
南
回
日
日

日
□

「
＜
南
元
阿
弥
陀
如
来
」

「
＜
南
元
日
日
――
日
□
」

「
＜
日
日
日
日
日
日
一　
」

軍
南
元
光〔即
醇
巧
ぎ

「
＜
南
元
□
□
口
Ｈ
回
」

軍
南
元
大
日〔野
譜

「
＜
南
元
口
日
Ｈ
国

「
＜
南
元
□
□
□
□

1992年出上の木簡

43   42   41   40   39   38    37   36   35   34   33   32   31   30

57   56   55   54   53   52   51   50   49   48   47   46   45   44

∞
ω
］
×

μ
↓
×

∞
　

Ｏ
Φ
μ

∞
い
い
×

］
卜
×

甲

い
　

ｏ
Φ
ド

∞
い
〇
×

�
ド
×

】
　

〇
⇔
ド

∞
卜
ヽ
×

ド
ヽ
×

∞

　

ｏ
⇔
ド

∞
卜
い
Ｘ

中
⇔
×

卜
　

〇
〇
μ

（
中
Φ
∞
）
×

］
Ｏ
Ｘ

ф
　

Φ
φ
μ

∞
ト
ミ
×

］
”
×

∞
　

〇
⇔
ド

∞
的
∞
×

μ
『
×

∞
～

　

ｏ
ｏ
ド

∞
∞
〇
×

〕
μ
×

∞
　

Ｏ
φ
ド

中
Φ
∞
×

岸
¨
×

∞
　

〇
⇔
ド

や
Φ
∞
×

μ
枷
Ｘ

卜

　

ｏ
ω
岸

（
Ｐ
『
μ
）
×

〕
〕

伽
×

ヽ
　

Φ
ф
ド

金

〕
）
×

合

ｏ
）
×

ｒ
∞
　

ｏ
⇔
μ

（
ω
φ
）
×

μ
い
×

μ
ｂ

　

ｏ
⇔
Ｐ

「
＜
南
元
□
□
□
口
□
」

「
＜
南
元
〔即
酔
酢
酔
曜

「
＜
南
元
□
世
回
害
□
」

「
＜
南
元
大
日
□
□
」

「
＜
南
元
□
口
日
日
口
」

「
＜
南
元
妙
法
逮
幸
経
」

「
＜
南
元
大
日
如
来

「＜南〔靡
即
即
暖
酌
粕
」

「
＜
南
元
回
回
真
言
」

「
＜
一日
日
日

――
日
日
日
四

「＜南
元
光〔即栞
言

×
元
大
日
如
来

「
＜
（梵
字
）
一日
‐十
日
日
日
日
Ｈ
Ｅ

「
＜
（梵
字
）
一日
Ｈ
日
日
日
日
日
ピ

〕
∽
伽
×

μ
Φ
×

卜
　

ｏ
ω
解

∞
Φ
ド
Ｘ

や
〇
×

い
　

〇
⇔
μ

∞
μ
『
×

〕
⇔
×

ヽ

　

Φ
⇔
ド

］
Φ
『
×

〕
〕

伽
×

∞
読

　

ｏ
⇔
ド

∞
解
ｏ
×

〕
Φ
Ｘ

∞
ｂ

　

ｏ
ω
μ

∞
卜
∞
×

〕
］
５

×

卜
　

ｏ
Φ
ド

（
ド
∞
Φ
）
Ｘ

］
Φ
×

ヽ
　
〇
⇔
μ

〕
Φ
伽
×

〕
岸
×

中
”
　

Ｏ
ω
μ

∞
卜
『
×

μ
⇔
×
卜
　
Φ
ω
μ

（μ『］）
Ｘ
］Φ
×
ト

（μ∞卜）
Ｘ
岸∞
～
×
］ｂ

（
μ
卜
↓
）
×

μ
ω
・い
×

卜
　

Ｏ
ω
ド

μ
⇔
∞
×

解
∞
５

×

∞
　

Ｏ
ω
岸

岸
⇔
ミ
×

ф
中

×

∞
　

ｏ
⇔
μ



71   70    69    68    67    66    65    64    63   62    61    60    59    58

85   84   83   82   81    80   79   78   77   76   75    74    73   72

「
＜
（梵
字
）
一日
日
日

日
日
Ｈ
日
Ｅ

「
＜
（梵
字
）
一日
日
日

日
日
日
日
西

「
＜
（梵
宇
）
［
日
日
日

日
日
日
日
正

「
＜
同
日
――
日
日
日
日
日
日
Ш

「
＜
［
日
日
日
日

日
日
日
日
日
西

「
＜
一日
日
日
日
日

日
日
日
日
日
四

「
＜
一日
日
日
日
日

Ｈ
日
日
Ｈ
日
匡

「
＜
南
元
大
悲
観
昔
　
一

ｘ
元
大
慈
観
音
　
一
ご

「
＜
南
元
師
子
無
畏
観
音
　
一一正

「
＜
南
元
大
光
普
照
観
音
　
四
」

〔南
己

「
＜
□
元
天
人
丈
夫
観
音
　
五
」

「
＜
南
元
大
悲
観
音
」

「
＜
南
元
大
慈
観
音
」

岸
い
Φ
×

］
⇔
×

∞
　

Ｏ
Φ
μ

μ
ω
∞
×

〕
∞
×

］
　

〇
⇔
Ｐ

Ｐ
い
〕
Ｘ

中
ヽ
×

卜
　

Φ
ω
ド

（
Φ
∞
）
×

］
∞
×

∞

い
　

Ｏ
Φ
μ

］
⇔
μ
×

〕
ヽ
×

い
　

〇
〇
μ

（
岸
ω
『
）
×

〕
゛
×

い
　

ｏ
Φ
μ

や
や
ヽ
×

〕
卜
×

∞
　

〇
⇔
ド

（
μ
〕
Φ
）
Ｘ

中
μ
×

∞
　

〇
〇
ド

含

∞
じ

×

〕
岸
×

甲

ω
　

ｏ
⇔
μ

∞
ｏ
Ｏ
×

〕
ｒ

ｍ
×

∞
　

Ｏ
φ
ド

〕
μ
〕
×

中
″
¨
×

∞
・∞

　

Φ
φ
ド

�
岸
〇
×

や
］
×

∞
　

〇
〇
μ

μ
Φ
岸
×

】
∞
×

］
　

ｏ
ω
μ

μ
Φ
〕
×

〕
∞
×

］

Ｏ
ω
μ

「
＜
南
元
天
人
丈
夫
観
音
」

「
＜
南
元
大
梵
深
遠
観
音
」

「
＜
南
元
□
□
観
音
」

「
＜
南
元
弥
動
仏
」

〔閥
≧

「
＜
南
元
阿
□
仏
」

「
＜
南
元
大
日
如
来
」

「
＜
南
元
□
回
□
□
観
音
」

「
＜
南
元
□
□
□
　
」

「
＜
一日
日
日
日
日
日
日
日
一

「
＜
一日
日
日
日
日
日
日
Ш
」

「
＜
一日
日
日
Ｈ
日
日
日
旧
西

「
＜
一旧
日
日
日
日
旧
日
日
西

〔元
〕

〔陀
如
己

「
＜
南
□
阿
弥
□
□
来

「
＜
［
日
日
日
日
日
日
日
一

〕
μ
い
×

〕
Ｏ
Ｘ

ω
　

Φ
ω
ド

］
μ
Φ
Ｘ

］
〕

∞
Ｘ

ヽ
　

Ｏ
ｏ
ド

〕
岸
⇔
×

〕
｝

い
Ｘ

〕
　

Φ
⇔
岸

〕
∞
〇
×

μ
『
Ｘ

∞
　

〇
⇔
ド

］
釦
⇔
×

μ
『
Ｘ

卜
　

〇
〇
μ

的
∽
Φ
×

μ
Φ
×

∞
　

Ｏ
ω
庫

囀
〇
『
×

〕
Φ
×

仰
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以
上
は
全
て
卒
塔
婆
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
の
出
上
位
置
は
、

（９
）
を
（５５
）
が
Ａ
群
、
（
５６
）
を
（９．
）
が
Ｂ
群
、
（９２
）
を
（
‐‐６
Ｘ
‐２０
）
が
Ｃ
群
か
ら

で
あ
り
、
（
１１７
）
ｉ
（仰
）
は
表
土
剥
ぎ
時
の
一
括
取
り
上
げ
の
た
め
正
確
な
出
土

位
置
は
不
明
、
（１
）
を
（８
）
は

一
九
九
〇
年
実
施
の
確
認
調
査
時
の
出
上
で
あ

る
。
な
お
、
現
時
点
で
は
出
土
し
た
木
製
品
の
整
理
作
業
は
完
了
し
て
お
ら
ず
、

こ
こ
に
示
し
た
卒
塔
婆
は
完
形
や
完
形
に
近
い
状
態
、
頭
頂
部
を
含
む
上
半
部

の
個
体
な
ど
個
体
識
別
が
容
易
な
も
の
に
限

っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
う
ち
、
調

査
の
時
点
で
取
り
上
げ
番
号
を
付
し
た
個
体
に
つ
い
て
は
、
そ
の
接
合
関
係
を

検
討
し
て
お
り
、
そ
の
結
果
こ
こ
で
示
し
た
個
体
と
は
明
ら
か
に
接
合
し
な
い

下
半
部
の
個
体
は
、
Ａ
群
で

一
二
個
体
、
Ｂ
群
で
二
個
体
、
ｃ
群
で
四
個
体
、

一
括
取
り
上
げ
分
で
五
個
体
、　
一
九
九
〇
年
の
確
認
調
査
時
の
出
上
分
で
三
個

体
ほ
ど
確
認
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
、
現
時
点
で
は

一
括
取
り
上
げ
分
の
整
理

作
業
が
完
了
し
て
お
ら
ず
、
こ
の
中
に
も
卒
塔
婆
の
断
片
が
含
ま
れ
て
い
る
も

の
と
考
え
ら
れ
る
た
め
、
そ
の
整
理
作
業
の
結
果
に
よ
り
出
上
し
た
個
体
荻
に

多
少
の
変
動
は
生
じ
る
が
、
少
な
く
と
も

一
三
〇
個
体
に
は
及
ぶ
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
ま
た
こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
の
他
に
、
絵
の
よ
う
な
も
の
が
墨
書
さ
れ
た

板

（箱
の
断
片
か
）
が

一
点
と
、
板
を
蛇
が
く
ね
っ
て
い
る
よ
う
に
加
工
し
、
そ

の
片
面
に
日
と
鱗
を
墨
書
し
た
蛇
形
木
製
品
が

一
点
出
上
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
は
、
板
状

の
個
体

只
↓

（こ

奪
×
じ

奪
）
貧
）を
の
）

（９３
）ど
（‐‐ｌ
Ｘ
ｌｌ７
×
榔
こ

と
ヽ
断
面
形
が
円
形

・
半
円
形

。
方
形
を
呈
す
る
杭
状

の
個
体

只
２
×
４
×
７
×
９
×
１０
×
８３
）ど
（９２
Ｘ
‐１５
×
‐‐６
本
側
Ｘ
ｌ２０
Ｘ

の
二
種
に
大
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別
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
板
状
卒
塔
婆
は
、
頭
頂
部
が
圭
頭
で
あ
る
点
は
全
て

共
通
で
あ
る
が
、
そ
の
圭
頭
に
つ
い
て
も
鋭
角
的
な
個
体

【（７５
）を
（７７
×
９７
）を

（１００
×
側
Ｘ
ｌｌ９
こ
と
ヽ
さ
ほ
ど
鋭
角
的
で
な
い
個
体
に
分
類
で
き
る
。
さ
ら
に
こ

の
圭
頭
の
下
に
切
り
欠
き
が
施
さ
れ
て
い
る
個
体
と
、
施
さ
れ
て
い
な
い
個
体

只
１
×
３
×
８
×
‐１７
と
が
あ
り
ヽ
施
さ
れ
て
い
る
個
体
に
つ
い
て
は
そ
の
切
り
欠

き
が

一
条
只
６
×
１２
）ど
（５４
×
７９
×
８．
×
９３
）を
（９６
×
‐１０
Ｘ
ｌｌ９
Ｉ
ヽ
二
条

只
５
×
１．
）

（５６
）ぞ
（６２
）
（６５
）ｔ
（７８
）
（８０
）
（９８
）ど
（‐０３
）
（‐０５
）を
（‐０９
）
（‐‐１
）を
（１１４
と
　ヽ
三
基
本
只
６４
）

（８２
）〕
の
個
体
に
分
類
で
き
る
。　
こ
の
中
で
、
切
り
欠
き
が

一
条
の
個
体
に
つ

い
て
は
頭
頂
部
が
宝
珠
状
に
整
形
さ
れ
て
い
る
個
体

只
１２
）ど
（５５
と

が
あ
り
、

三
条
の
個
体
は
上
か
ら
二
条
目
と
三
条
日
の
間
隔
が
大
き
く
、
正
面
形
は
板
五

輪
塔
婆
に
類
似
し
て
い
る
。
下
部
の
形
状
は
大
半
が
先
端
を
尖
ら
せ
て
い
る
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
全
長
の
真
中
付
近
か
ら
徐
々
に
幅
を
せ
ば
め
先
端
で
尖
ら
せ

た
個
体
や
、
先
端
部
付
近
で
急
激
に
え
ぐ
る
よ
う
に
尖
ら
せ
た
個
体

只
１
×
３
）

（・２
）ぞ
（５５
Ｘ
‐０５
×
‐０６
Ｘ

が
あ
る
。
ま
た
少
数
で
あ
る
が
、
下
端
を
平
坦
に
加
工

し
そ
の
中
央
に
ホ
ブ
状
の
突
起
を
削
り
出
し
た
個
体

〔（■
×
７０
）を
（７４
と

も
あ

る

０
削
頁
写
真
）。

杭
状
卒
塔
婆
は
、
板
状
卒
塔
婆
に
比
べ
て
そ
の
出
土
数
は
少
な
い
。
そ
の
形

態
は
、
圭
頭
で
そ
の
下
に
二
条
の
切
り
欠
き
を
廻
ら
せ
下
部
を
尖
ら
せ
た
個
体
、

施
さ
れ
た
切
り
欠
き
が

一
条
で
あ
る
点
以
外
は
同
様
の
形
態
の
個
体
に
分
類
で

き
る
が
、
前
者
に
つ
い
て
は
断
面
形
が
半
円
形
を
呈
す
る
個
体

只
９
×
１０
と
、

円
形
を
呈
す
る
個
体

只
８６
）を
（８９
と

に
、
後
者
に
つ
い
て
も
断
面
形
が
方
形
を

塁
す
る
個
体

只
９２
と
、
円
形
を
塁
す
る
個
体

只
２
×
４
×
７
×
９０
×
９．
×
１１５
×
‐‐６
〉

（‐２０
）〕
に
さ
ら
に
細
分
で
き
る
。
こ
れ
ら
の
な
か
に
は
復
元
す
る
と
五
〇
伽
を

超
え
る
と
考
え
ら
れ
る
大
型
の
個
体
只
８９
）ぞ
（９．
Ｘ
ｌｌ５
×
‐‐６
Ｘ
‐２０
と
も
あ
り
、
上

半
部

（頭
頂
部
か
ら
墨
書
が
施
さ
れ
る
部
分
）
と
下
部
の
尖
ら
せ
て
い
た
と
考
え
ら

れ
る
部
分
以
外
は
枝
落
と
し
程
度
の
加
工
に
と
ど
め
ら
れ
樹
皮
が
そ
の
ま
ま
に

な
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
他
に
、
少
数
で
あ
る
が
上
半
部
の
形
態
は
前
者
と
類

似
す
る
が
、
下
部
を
平
坦
に
加
工
し
そ
の
中
央
部
に
ホ
ブ
状
の
突
起
を
削
り
出

し
た
個
体

只
８３
）を
（８５
逹

も
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
出
上
し
た
卒
塔
婆
は
非
常
に
多
種
に
及
ん
で
い
る
が
、
こ
れ

ら
は
出
上
位
置
や
形
態
、
墨
書
の
内
容
な
ど
に
よ
り
、
あ
る

一
定
の
ま
と
ま
り

が
認
め
ら
れ
る
。
Ａ
群
に
お
け
る
（１２
）
を
（５５
）
は
、
法
量
や
形
態
が
非
常
に
類

似
す
る

一
群
で
あ
り
、
そ
の
多
く
が
折
り
重
な
る
よ
う
な
状
況
で
出
土
し
て
い

る
。
Ｂ
群
に
お
い
て
は
、
ま
ず
（
５６
）
を
（６０
）
の
五
点
が
近
接
し
た
位
置
か
ら
の

出
上
で
あ
り
、
形
態

。
法
量
が
類
似
し
て
い
る
の
に
加
え
、
墨
書
の
最
上
部
が

梵
字
で
あ
る
点
で
共
通
し
て
い
る
。
（６５
）
を
（
６９
）
の
五
点
は
近
接
し
た
位
置
か

ら
の
出
上
で
あ
り
、
形
態

・
法
量
が
類
似
し
て
い
る
の
に
加
え
、
墨
書
の
末
尾

に

一
を
五
の
数
字
が
記
さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
が

一
つ
の
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と

を
示
し
て
い
る
。
（７０
）
を
（７３
）
の
四
点
に
つ
い
て
も
近
接
し
た
位
置
か
ら
出
土

し
、
形
態

・
法
量
と
も
に
類
似
し
て
お
り
、
前
述
の
（６５
）
を
（６９
）
と
同
様
の
内

容
が
墨
書
さ
れ
て
い
る
こ
と
よ
り
、
こ
れ
ら
も

一
つ
の
セ
ッ
ト
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
他
に
も
Ｂ
群
に
お
い
て
は
、
（７５
）
を
（７７
）
の
三
点
、
（８３
）
を
（８５
）
の



三
点
、
（８６
）
を
（８８
）
の
三
点
が
、
や
や
離
れ
た
位
置
か
ら
の
出
土
で
あ
る
が
形

態

。
法
量
と
も
に
類
似
す
る
も
の
で
あ
り
、
セ
ッ
ト
関
係
が
想
定
で
き
る
。
Ｃ

群
に
お
い
て
は
、
（９３
）
ぞ
（９６
）
の
四
点
、
（９７
）
ぞ
（
‐００
）
の
四
点
、
（
血
）
を
（
１０３
）

の
三
点

（こ
の
他
に
同
様
の
個
体
と
考
え
ら
れ
る
下
半
部
の
断
片
が
二
個
体
分
あ
る
た

め
合
計
五
点
分
）
な
ど
が
、
出
上
位
置
や
形
態

。
法
量
な
ど
に
よ
リ
セ
ッ
ト
関
係

を
想
定
で
き
る
。

こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
に
施
さ
れ
て
い
る
墨
書
の
内
容
は
、
阿
弥
陀
如
来
や
大
日

如
来
、
観
世
音
菩
薩
な
ど
の
諸
尊
や
法
華
経
、
真
言
な
ど
の
上
に

「南
元
」
を

冠
し
た
名
号
や
題
目
の
み
で
あ
り
年
紀
や
人
名
な
ど
は
認
め
ら
れ
な
い
。
そ
の

墨
書
に
つ
い
て
は
、
明
瞭
に
遺
存
し
て
い
る
個
体
は
少
な
く
、
墨
書
は
消
失
し

て
い
る
が
そ
の
痕
跡
が
浮
き
上
が
っ
て
い
る
個
体
が
多
い
。
こ
の
な
か
で
、

（６５
）
ｉ
（７３
）
の

「南
元
」
と

「観
音
」
の
間
に

「大
悲
」
「大
慈
」
「師
子
無
畏
」

「大
光
普
照
」
「天
人
丈
夫
」
「大
梵
深
遠
」
の
語
句
が
狭
ま
れ
て
い
る
点
は
注

目
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は

『摩
詞
止
観
』
第
二
上
に
み
え
る
天
台
宗
に
お
い
て
六

道
の
救
済
の
た
め
に
あ
て
ら
れ
る
六
観
音
の
尊
称
と

一
致
し
て
お
り
、
さ
ら
に

（６５
）
を
（
６９
）
に
お
け
る
末
尾
の
一
を
五
の
番
号
は
、
こ
の
六
道

（地
獄
・
餓
鬼
・

畜
生
。
修
羅
。
人
。
天
）
の
う
ち
の
地
獄
を
人
の
五
道
の
順
番
と

一
致
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
卒
塔
婆
の
用
途
に
つ
い
て
は
、
本
体
に
釘
な
ど
が
刺
さ
れ
た
個
体

は
認
め
ら
れ
ず
、
下
半
部
を
尖
ら
せ
た
個
体
が
大
半
を
占
め
て
い
る
こ
と
よ
り
、

こ
れ
ら
は
地
面
に
突
き
立
て
て
使
用
さ
れ
て
い
た
状
況
が
想
定
で
き
、
（１１
）

（７０
）
を
（７４
×
８３
）
を
（８５
）
の
よ
う
な
下
端
に
ホ
ブ
状
の
突
起
が
削
り
出
さ
れ
て

い
る
個
体
に
つ
い
て
は
、
板
や
棒
な
ど
に
穴
を
穿
ち
、
そ
こ
に
ホ
ゾ
を
挿
入
し

て
立
て
て
い
た
も
の
と
想
定
さ
れ
る
。
こ
れ
ら
は
、
『餓
鬼
草
紙
』
や

『
北
野
天

神
縁
起
』
な
ど
に
見
ら
れ
る
卒
塔
婆
と
比
べ
て
そ
の
法
量
が
か
な
り
小
さ
く
、

墓
標
と
し
て
の
用
途
は
考
え
難
い
。
む
し
ろ
墨
書
の
内
容
に
阿
弥
陀
如
来
や
六

道
救
済
観
音
、
光
明
真
言
な
ど
が
比
較
的
多
く
認
め
ら
れ
る
点
よ
り
、
追
善
回

向
や
逆
修
等
の
供
養
に
使
用
さ
れ
た
色
合
い
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の

卒
塔
婆
は
、
下
半
部
付
近
で
折
れ
た
り
曲
が
っ
た
個
体
が
多
く
認
め
ら
れ
る
が
、

こ
れ
は
引
き
抜
く
際
に
生
じ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
、
出
土
し
た
卒
塔
婆
は
供
養

な
ど
の
行
為
が
終
了
し
た
後
に
廃
棄
さ
れ
た
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
卒
塔
婆
と
共
に
折
敷
や
箱

（出
上
し
た
板
は
法
三星
が
卒
塔
婆
と
類
似

し
て
い
る
他
、
木
釘
の
刺
さ
れ
た
も
の
や
そ
の
痕
跡
が
認
め
ら
れ
る
も
の
が
多
く
、
箱
な

ど
が
損
壊
し
た
と
考
え
ら
れ
る
個
体
が
多
い
）
な
ど
の
容
器
や
土
器
類
、
そ
の
他
の

木
製
品
な
ど
が
出
土
し
て
お
り
、
そ
の
内
容
か
ら
、
供
養
な
ど
の
行
為
に
使
用

さ
れ
た
卒
塔
婆
を
廃
棄
す
る
際
、
容
器
に
納
め
ら
れ
た
も
の
が
あ

っ
た
こ
と
が

想
定
さ
れ
る
。
特
に
Ａ
群
に
お
い
て
は
、
多
数
の
卒
塔
婆
や
箸
状
木
製
品

・
土

師
器
小
皿
な
ど
が
折
り
重
な
っ
て
い
る
が
、
そ
の
折
り
重
な
り
の
一
部
に
箱
と

考
え
ら
れ
る
板
が
被
さ
っ
て
お
り
、
箱
と
考
え
ら
れ
る
容
器
に
納
め
て
廃
乗
さ

れ
た
も
の
が
、
水
流
な
ど
何
ら
か
の
理
由
に
よ
り
位
置
を
移
動
し
た
こ
と
が
想

定
さ
れ
る
。
こ
の
Ａ
群
に
お
け
る
卒
塔
婆

・
箸
状
木
製
品

・
容
器

。
土
器
類
と

い
っ
た
組
み
合
わ
せ
は
、
Ｂ
・
Ｃ
群
に
お
け
る
卒
塔
婆

・
脊
椎
状
木
製
品

・
容

器

・
土
器
類

。
そ
の
他
と
い
っ
た
組
み
合
わ
せ
と
ほ
ぼ
共
通
す
る
も
の
で
あ
る
。



1992年出上の木簡

た
だ
、
Ｂ

。
Ｃ
群
に
お
い
て
は
容
器
と
考
え
ら
れ
る
折
敷
や
板
の
出
土
数
が
多

く
、
卒
塔
婆
に
つ
い
て
も
、
Ａ
群
で
は
類
似
す
る
形
態
や
法
量
の
個
体
が
大
半

を
占
め
る
の
に
対
し
、
Ｂ

，
Ｃ
群
で
は
類
似
す
る
形
態
や
法
量
の
個
体
に
三
ぞ

五
点
程
度
の
ま
と
ま
り
が
多
数
認
め
ら
れ
る
点
で
相
違
が
あ
る
。
こ
の
よ
う
な

出
土
遺
物
の
傾
向
よ
り
、
こ
の
場
所
が
供
養
な
ど
に
使
用
し
た
も
の
の
廃
乗
に

あ
て
る
空
間
で
あ
り
、
継
続
的
に
こ
の
よ
う
な
廃
棄
行
為
が
な
さ
れ
て
い
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
そ
の
廃
棄
に
あ
た
っ
て
も
容
器
に
納
め
る
と
い
っ
た
状
況

や
廃
乗
に
際
す
る
祭
祀
行
為
が
う
か
が
え
る
土
器
類
な
ど
の
出
土
な
ど
に
よ
り
、

単
な
る
不
用
物
の
廃
棄
で
は
な
く
、
こ
の
廃
乗
行
為
を
も
っ
て
そ
の
供
養
が
終

結
す
る
い
わ
ば
締
め
く
く
り
の
よ
う
な
も
の
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

以
上
の
よ
う
に
今
回
の
調
査
で
出
土
し
た
遺
物
は
当
時
の
供
養
の
一
端
を
う

か
が
う
上
で
良
好
な
資
料
と
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
が
、
現
時
点
で
は
こ
れ
ら

の
遺
物
の
整
理
作
業
は
完
了
し
て
お
ら
ず
、
卒
塔
婆
に
記
さ
れ
た
墨
書
に
つ
い

て
も
肉
眼
に
よ
る
判
読
し
か
実
施
し
て
い
な
い
。
今
後
赤
外
線
な
ど
に
よ
る
判

読
作
業
を
実
施
す
る
必
要
が
あ
り
、
そ
れ
に
よ
り
さ
ら
に
詳
細
な
検
討
が
可
能

に
な
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
調
査
範
囲
が
非
常
に
狭
い
た
め
遺
構
の

正
確
な
内
容
は
不
明
で
あ
る
が
、
少
な
く
と
も
今
回
の
調
査
に
お
い
て
、
調
査

区
の
四
方
に
遺
構
の
広
が
り
が
想
定
で
き
、
今
回
の
調
査
地
点
は

一
九
九
〇
年

に
実
施
し
た
確
認
調
査
の
位
置
と
は
や
や
異
な
っ
て
い
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
れ
よ
り
、
こ
の
付
近
は
広
範
囲
に
わ
た
り
同
様
の
目
的
に
利
用
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

な
お
、
こ
れ
ら
の
木
衝
の
墨
書
の
内
容
や
遺
物
の
解
釈
に
つ
い
て
奈
良
大
学

の
水
野
正
好
氏
、
木
下
密
運
氏
、
広
島
県
立
歴
史
博
物
館
の
志
田
原
重
人
氏
に

ご
教
示
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

神
埼
町
荻
育
委
員
会

『
城
原
二
本
谷
西
遺
跡

・
城
原
三
本
谷
北
遺
跡

・
城
原

三
本
谷
南
遺
跡
―
概
報
―
』
（神
埼
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
二
五
集
　
一
九
九
三

年
）神
埼
町
教
育
委
員
会

『
城
原
三
本
谷
北
遺
跡

・
城
原
三
本
谷
南
遺
跡
―
概
報

―
』
（神
埼
町
文
化
財
調
査
報
告
書
第
三
六
集
　
一
九
九
三
年
）

桑
原
幸
則

「佐
賀
県
神
埼
町
大
字
城
原
に
所
在
す
る
仏
教
祭
祀
遺
跡
―
城
原

三
本
谷
南
遺
跡
の
調
査
―
」
翁
日
本
歴
史
』
五
四
五
　
一
九
九
二
年
）（桑
原
幸
則
）




